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はじめに

「子どもたちに遊具は必要なのだろうか。子どもたちは遊びの天才なのだから遊具は必要としないのではないか。」

３０年前に、環境建築家仙田満氏（巨大遊具を多数設計）はある老学者にこういわれたそうだ。

実はこのことは、私もなんとなく感じており、自らのテーマ研究において最も気になっていたことであった。

子供を対象とした絵本、玩具をテーマにとりあげて調べていくと、結局のところ「一緒に遊ぶことが大事」とか「特別に玩具を用意しなくてもこどもにとっては日常にあるもの全てが遊びの対象となり得る。」などの文脈にぶつかり、なんだか特定の玩具の必要性はどんどん薄れていくように思えた。自分のテーマの意味を見失いかねない。

そこで、今さらなのだが原点に返り、こどもの「遊び」について考えることから後期個人発表の準備をはじめてみた。

その結果、遊び環境や遊び文化への接点はおとなが作り出すことがある程度必要な場合があるという結論に至った。こどもにとって「遊び」とは好奇心ゆえの行動である。だから時に学びや生活と同義となりうる。日常という環境の中で、こどもはただあそぶのだ。しかし近年、特に都市部において遊び環境が損なわれつつある。同じ社会で生活している限り、おとなとこどもに相互関係が存在しないわけが無い。遊び環境の悪化もあそびの主体、こどものみの責任とはいえない。ならば、遊び環境の創造にもおとなの存在が必要とされるだろう。
こどものあそび環境

あそび時間

あそび空間　　この4つの要素を含む総合的な環境

あそび集団　

あそび方法

→現在：時間・空間・仲間（一人遊びを否定するつもりは無いので、一人の場合も含む）の喪失


あそび環境を作る

ボストン・チルドレンズ・ミュージアム（アメリカ）
１９１３年　創設

１９６２年　マイケル・スポック館長就任

「こどもたちが、自分の住んでいる世界を理解し、楽しむことができるようになるのを手助けしている。」

ハンズ・オン展示の先駆け

プレイバス（ドイツ）

シュピール・カルチャー　　１９７０年

7，８台のバスを所有し、遊び道具を載せて公園や広場へと出かける。

こどもの国（日本）

１９６５年

こどもに野遊び、山遊びを返そう

おわりに

こどもは遊びの天才である。しかし、遊びはこどものみで成り立っているものではない。天才には能力を発揮する環境が必要である。それを今回私は、チルドレンズ・ミュージアムやワーク・ショップに求めた。

　これまでにとりあげてきた、絵本、玩具もこの遊び環境の中に含まれると思う。

生活の中で、特にこどもに特有で大事な環境を創造することがこどものためのデザインである。それはおとなにとっても完成度の高いものでなくてはならない。
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